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先輩看護師さんとの 

交流企画を開催しました。 
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私の大切にしている看護 

京都民医連中央病院 手術室 山下 

 

私は入職２年目の看護師です。入職時から手術室にて勤務しています。当病院は、

急性期病院として年間約 2500 件の手術を行っており、毎日たくさんの患者さんが

様々な手術を受けられています。私自身もこれまでの２年間、多くの患者さんと関わ

ってきましたが、患者さんごとに生活・社会的背景、精神面での背景は違います。例

えば、信仰する宗教についても患者さんの自由ですし、治療における医療行為がなさ

れる場合も、その信仰は尊重されるべき患者さんの権利であると考えます。  

手術は侵襲や出血を伴うものであり、手術の内容や患者さんの状態によっては、事

前に輸血の可能性を考慮する場合があります。その場合は、患者さんへ手術説明をさ

せて頂く際に医師から輸血についての説明もしっかりと行い、患者さんやご家族に了

承頂くことが必要となりますが、患者さんが信仰する宗教によっては輸血という行為

ができない場合があります。しかし、信仰の内容に関わらず手術治療を必要とされる

すべての患者さんは、等しく手術を受ける権利がありますし、民医連は無差別・平等

の医療を大切にしています。  

 

私が以前受け持った患者さんにも、宗教上の理由から手術中の輸血処置は行わない

こととして脊椎麻酔での手術を受けられた方がいらっしゃいました。患者さんの価値

観や思い、希望されることをしっかりと伺い、医師とも密に連携しながら手術が安全

に行えるよう準備をして手術に臨みました。そして手術中、患者さんは意識がある状

態でしたので少しでもリラックスしてもらえるよう好みの音楽を流し患者さんの側に

付き添っていました。手術終了後、患者さんから「不安な私に寄り添ってくださりあ

りがとうございました」とお言葉を頂いた時は、看護師になれてよかったと心から思

いました。それと同時に、民医連が大切にしている無差別・平等の医療の大切さも実

感しました。  

私は、看護師は患者さんに一番近い存在として患者さんの声を聞き、患者さんが 1

日でも早く望む生活に戻れるよう支援する立場であると考えています。学生の皆さん

は、授業や実習などで毎日たくさんのことを学ばれていると思いますが、無差別・平

等の医療の重要性や患者さんの人権について考える機会を持ちながら、学生生活を送

っていただけると嬉しいです 
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